
「
岡
目
一
目
」

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
バ
ー
ミ

ア
ン
遺
跡
の
復
興
が
進
ん
で
い

る
。
巨
大
仏
像
な
ど
は
タ
リ
バ

ン
に
よ
っ
て
爆
破
さ
れ
て
空
洞

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
偶
像
崇

拝
を
し
な
い
回
教
の
寺
院
に

は
、
メ
ッ
カ
に
向
か
っ
て
空
洞

が
あ
る
が
、そ
れ
に
似
て
い
る
。

　

復
興
の
掛
け
声
は
「
国
が
生

き
延
び
れ
ば
、
文
明
も
又
生

き
延
び
る
」
だ
と
か
。「stay 

alive

」
を
「
生
き
延
び
る
」

と
訳
し
て
み
た
の
だ
が
。

　

国
家
の
存
亡
は
、
今
や
思
想

主
義
主
張
で
は
な
く
、
民
族
と

宗
教
の
存
亡
に
な
っ
て
き
た
。

ど
の
宗
教
の
教
祖
も
人
を
殺
せ

と
は
言
っ
て
い
な
い
の
に
、
宗

教
の
違
い
が
戦
争
の
元
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
多
い
。

　

中
東
で
は
、
シ
ー
ア
派
と
ス

ン
ニ
派
の
争
い
が
シ
リ
ア
難
民

の
元
凶
。
日
本
人
に
は
、
難
民

と
言
う
言
葉
は
身
近
な
も
の
で

は
な
く
、あ
ま
り
実
感
が
な
い
。

し
か
し
考
え
て
欲
し
い
。
敗
戦

後
の
満
州
・
シ
ベ
リ
ア
な
ど
か

ら
の
引
き
揚
げ
の
悲
惨
さ
を
。

今
で
も
福
島
に
帰
れ
な
い
仮
設

住
宅
の
人
々
の
こ
と
を
。

　

八
月
の
熱
い
太
陽
の
下
で
、

皆
で
国
家
と
文
明
が
生
き
延
び

る
こ
と
を
考
え
た
い
。

　
　
　
　
　
〈
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉

　高山市文化協会では、高山市文化伝承館において「道伝えの
日」事業を行っています。
　その一環として、仲秋の名月（9月15日）にちなみ広く短歌を募集
し、「お月見歌会」を開きます。
　選者に、日本歌人クラブ理事で短歌結社「新アララギ」代表の
雁部貞夫先生をお招きし、優秀作を選びます。なお、雁部先生から、
作品の講評やアドバイスも受けられますので、ぜひ、ご応募ください。
　結果は、広報「高山の文化」に掲載させていただきます。

募集作品　　・一般の部　　課題歌「月」　一首
　　　　　　　　　　　　 自由歌　　　一首
　　　　　　・高校生の部　課題歌「月」　一首
応募方法　メールまたは郵送で（必ず住所、氏名、電話番号を
　　　　　記入、高校生は学校、学年も）。
　　　　　郵送先　〒506-0053　高山市昭和町1　
　　　　　　　　　市民文化会館内　高山市文化協会　
　　　　　メールアドレス　mail＠takayama-bunka.org
締め切り　8月31日（水）（当日消印有効）

　「お月見歌会」
　（優秀作の発表、講評、賞品授与、歌会）
　　日 時　10月1日（土）　午後1時30分～
　　場 所　高山市文化伝承館（高山市城山）

お月見歌会
道伝えの日道伝えの日

お月見歌会
短歌
募集

　

高
山
市
文
化
芸
術
鑑
賞
事
業
と

し
て
、
十
月
三
日
（
月
）
午
後
六

時
三
十
分
よ
り
高
山
市
民
文
化
会

館
・
大
ホ
ー
ル
に
て
「
松
竹
大
歌

舞
伎
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

古
典
芸
能
に
ふ
れ
る
こ
と
の
で

き
る
機
会
で
す
。
是
非
ご
覧
く
だ

さ
い
。

［
松
竹
の
製
作
発
表
内
容
］

　

本
公
演
は
全
国
十
七
都
市
に

て
、
三
代
猿
之
助
四
十
八
撰
の
内

『
獨
道
中
五
十
三
驛
』
を
巡
演
い

た
し
ま
す
。『
獨
道
中
五
十
三
驛
』

は
、
昭
和
五
十
六
年
に
三
代
目
市

川
猿
之
助
（
現
・
市
川
猿
翁
）
が

復
活
上
演
し
た
作
品
。
代
表
作
を

集
め
た
三
代
猿
之
助
四
十
八
撰
の

中
で
も
人
気
作
の
ひ
と
つ
と
し
て

上
演
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

東
海
道
五
十
三
次
の
趣
向
を
用

い
、日
本
各
地
を
駆
け
抜
け
ま
す
。

今
回
の
上
演
は
、
全
国
公
演
版
と

し
て
作
品
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
凝
縮

し
た
新
た
な
構
成
で
お
送
り
い
た

し
ま
す
。
特
に
、
岡
崎
の
古
寺
で

の
十
二
単
を
着
た
化
け
猫
の
宙
乗

り
と
、
一
人
の
俳
優
が
老
若
男
女

か
ら
雷
ま
で
の
十
三
役
を
早
替
る

演
出
が
み
ど
こ
ろ
と
な
り
ま
す
。

［
市
川
猿
之
助
コ
メ
ン
ト
］

　

ま
だ
ま
だ
各
地
に
は
歌
舞
伎
を

見
た
こ
と
が
な
い
方
が
た
く
さ
ん

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
全

国
各
地
の
皆
様
へ
、
古
典
だ
け
で

は
な
く
、
宙
乗
り
や
早
替
り
な
ど

が
あ
る
こ
の
よ
う
な
作
品
を
ご
覧

い
た
だ
く
機
会
が
で
き
、
嬉
し
い

で
す
。

　

次
の
世
代
に
芸
を
伝
え
る
た
め

に
は
、「
一
番
元
気
な
姿
を
見
せ

な
さ
い
」
と
い
う
の
が
、
伯
父
の

猿
翁
か
ら
の
教
え
。
年
齢
的
に
も

体
力
的
に
も
最
高
潮
の
状
態
で
巳

之
助
さ
ん
と
ご
一
緒
い
た
し
ま

す
。

［
坂
東
巳
之
助
コ
メ
ン
ト
］

　

初
め
て
巡
業
に
出
た
の
が
、

十
九
歳
の
時
で
当
時
亀
治
郎
だ
っ

た
猿
之
助
さ
ん
と
ご
一
緒
で
し

た
。
そ
の
時
も
大
き
な
お
役
を
い

た
だ
き
、
猿
之
助
兄
さ
ん
は
い
つ

も
、
自
身
の
殻
を
破
ら
な
け
れ
ば

い
け
な
い
よ
う
な
お
役
を
与
え
て

く
だ
さ
い
ま
す
。

　

今
回
の
お
話
を
い
た
だ
い
た
時

は
、
ま
さ
に
寝
耳
に
水
、
青
天
の

霹
靂
で
し
た
。
ま
さ
か
、
こ
う
い

う
形
に
な
ろ
う
と
は
微
塵
も
思
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
自
分
史
上
最
高

の
責
任
を
感
じ
て
い
ま
す
の
で
、

と
に
か
く
食
ら
い
つ
い
て
い
き
た

い
で
す
。

6/272 製作発表にて（左：巳之助　右：猿之助）

広
報「
高
山
の
文
化
」掲
載
の

名（
迷
？
）物
コ
ラ
ム「
岡
目
一
目
」が

一
冊
の
本
に
な
り
ま
し
た
。

「岡目一目」
定　価：1,000円（税込）

販売所：文化会館 1 階事務所
　　　　文化協会事務局

8月1日より
販売開始

松
竹
大
歌
舞
伎 

開
催



（
一
社
）高
山
市
文
化
協
会
加
盟
団
体

文
化
協
会
後
援
催
事
案
内

第
二
十
三
回　

坪
内
流
芸
能
大
会

◇
日
時
　
八
月
二
十
八
日
（
日
）

　
　
　
　
午
後
一
時
～

◇
場
所
　
こ
く
ふ
交
流
セ
ン
タ
ー

　
・
さ
く
ら
ホ
ー
ル

◇
入
場
無
料

（
公
益
）（
社
）日
本
吟
道
学
院
暁
友

会
飛
騨
本
部　

独
吟
発
表
会

◇
日
時
　
八
月
二
十
八
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
九
時
～

◇
場
所
　
文
化
会
館
・
講
堂

◇
聴
講
歓
迎

フ
ェ
リ
ー
チ
ェ
の「
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
＆

オ
ペ
ラ
パ
ラ
ダ
イ
ス
」

◇
日
時
　
八
月
二
十
八
日
（
日
）

　
　
　
　
午
後
三
時
～

◇
場
所
　
丹
生
川
文
化
ホ
ー
ル

◇
料
金
　
一
般
二
、五
〇
〇
円
、

　
高
校
生
以
下
一
、五
〇
〇
円（
当

　
日
各
五
〇
〇
円
増
）8/11（木・祝）①午前10時～②午後2時～（開場各30分前）

高山市民文化会館小ホール
料金（税込）/500円【全席自由】　プレイガイド/高山市民文化会館
お問い合わせ　（一社）高山市文化協会（℡0577-34-6550）　※3歳未満入場不可

好評販売中!


